
きせい.ð~.ð~ん

はこの線のとお っている紀伊 ・ 伊勢両国名から l 字ずっとった。

(議悌舟)

きせい.ð~ .ð~ん 既成部分 工事または製造に関し ， 契約上一部

の履行をいう。したがってこれに相当する代価の幾分をその債

権者に対して文払うことができる。すなわち工事または製造に

対してはその既成郎分に対し， J包済前代価の一部を支払うこと

を契約することができる。この場合における支払はその既成部

分代価の2 をニえることはできない。ただし側々に分点する工
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事または製造にあ っ ては， 各 11司の完成部分の金書固ま で巳これを主

払うことができる。既成部分に対しその代価を支払うのは契約

上特約ある劫合に泊、ぎり ， かつ技術者をして検企させた調識に

よらなければならない。(小林蟻)

きせつえき 季節Il. お花見・海水浴・登山 ・ スキーあるいは

神社仏閣の祭礼な ど多客矧のある一定の期l聞にかぎっ て開設す

る似駅を L 、う。

通常季節駅には(以来降場も合めている。 (森悌)i)

きせつわりぴき 季節割引 旅客輸送力の比較的関倣}切にお

L 、て期間をかぎり，旅行先を指定し て運賃宍IJ51 を実地すること

は，旅客誘致策として効果的である。夏季における治水浴のよ

うに，旅客が季節によって勾時的に集中する場所については，

旅客の分散，運氏を免れることの防止， 混雑の緩和，Jb(放の簡

易化等のために， .，別引往復乗車券を発光することは鈴業政策的

に必裂な施策である。またスキー・スケート・登山 ・ 海水浴は

[l;1R;のレクリエ-/ョンの助長の意味で奨励することが適当で

ある。このような討が]かられう臨時の旅客運賃割引を季節割引

という。国鉄が毎年実絡している季節割引制度の事例を掲げる

とつぎのとおりである。

1 ;';U5 1 の対象

(1) 存季符IJ引の場合は，閑散均lにおける新緑の山野のハイキ

ングを目的とする旅客 (2) 夏季;明引の場合は，海水ifi ・ 盛山

およびキャ γプを目的とする旅客 (3) 冬季割引の場合は，ス

キー ・ スケ ー トを目的と する旅客。

2 刈引の指定地

季節割引制度の目的に添うように，季節に応じて春季は新緑

の適地，夏季は海水浴 ・ 主主 111 ・ キャンプの適地，冬季はスキ ー・

スケートの適地と して，それぞれ若名な適地を選定するほか，

新たに開発助長を行う必要がある箇所であって， ;-';~7 1 の '夫施に

よ って旅客誘致の効果が卜分に期待できる と認められる地域を

選定する。夏季海水浴場のように， 一時的に旅客が集中する箇

所があるときは，その地域に集中する旅客の分散を凶るための

代替適地をもあわせて指定する。

3 等級および割引率

2 ・ 3 等普通旅客運賃の 1 割引とし，往復または国l遊となる

ものにかぎる。

4 発地 帯

発駅は原JilJ として大都市内所従駅とする。

5 割引期間

春季は原則として 5 月中旬から 6 月中の閑散期とし，夏季は

7 月および 8 月中とし，冬期は 1 ・ 2 および 3 月中とし，各地

方ご と に輸送力および運輸量とにらみ合わせて定める。

6 列車指定

輸送調整を必要とする場合は列車指定をh う。(平株高三造)

きせん 汽船 船舶にはそのm途・構造・大小・ 船製等さまざ

まで，糟綴(ろかい)で動かす舟，帆によって風力を利用する帆

船， 船尾水凶下に取付けられた略事 (propell er ) の回転によっ

て推進する船舶等がある。推進協による船舶にもその主機関に，

蒸気によ っ て運転する往復動汽機， ターピ Yを備えるもの， !li 
i出 ・ ガソリ γ ・石川l等をゾ リ γ ダ|付で燃焼させて， ピス ト γ を

動かす l付燃後関をすえ付けるもの，電動慢によるもの等がある。

'1Ý.通の観念では蒸気機関により機進する船舶を汽船と称し ， 発

動峨により機進するものを発動機船とい うが，船舶法施行規則

(明治 32 ・ 6 逓信省令第 24 号)第 l 条にはし機械力を以て運航す

る装置を有する船舶は，蒸気を用ゆると存とに拘わらず二れを

汽船と看倣す。主として帆を以て運航する装慣をおする船舶は，

後闘を有するものと量産もこれを帆船と 宕倣す1 と規定してあ っ

て --般に船骨(1関係i去において単に汽船とレえば，蒸気力によ

っ て惟進するものばかりでなく ， 上記の各樋の機関によ って運

航するすべての船耐をも含むのである。また帆および償問をあ

わせ備える船舶は，帆のみで | 分航行 し得るものはこれを帆船

とし ， 純帆船と |メ>J IJするためには機関付帆船，あるいは補助峻

|期付帆船と称してし 、るが，反対に帆を Jliに峨関の補助として用

いるものはこれを汽船の部類に編入する。

帆のみを も って十分運航し得る帆裟の絞皮L の・んは伎術七の

問題であ っ て，実際においては船船のJfl途・船引等と縮ま っ て

決定される。

なお汽骨n と帆船との1!<. 7l IJは海上衝突予防法 (11日和 28 ・ 8 法律

第 151 号)上では I:-. Scのものと趣を具にし，船舶に備える装置の

L 、かんにかかわらず，実際運航する場合につき判断するのであ

司 て，レやしくも俊民!の作用により運航するときは，帆とあわせ

HJ~ 、 ると脊とを問わず動力量n とみなし， これに JX: L帆をも っ て

運航し，機関をJHいないときは船舶i去の汽船であって も帆船と

して取扱うのである。(今留光国)
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きせんろ 帰線路 (英) return circuit or return !見千しわが

国で行われているf士通の直流式電気鉄道の場合においては，変

電所から電気車に電流を送るのに正負間制lの導体を必要として

し、る。そして複線式の場合には， 電車線 2 条またはこれに相当

する導体を必要とするが，単線式および第 3 軌条式においては，

一般に負の導体として走行軌条を電線のかわりに使則し，電気

の回路を作っている。 すなわち電気は変電所からき電線ー電車

線ー電車または電気軽量関車ー軌条を通っ て変電所に帰るのであ

るが，この軌条は一定間隔ごとに継目板およびボル ト で堅〈 締

付けて継いであるけれども，さび等のためその接続が電気を通

すには不完全であるから，これを電気付jに後続するために銅線

でさらに嬢統する。これらの銅線をホボ γ ドといい，軌条およ

びポンドを一緒にして帰鎗ま たは帰銀軌条 と L 、う。帰線を支持

しあるいは保護している枕木 ・犬釘等の工作物を含んだものを

帰線路と L 、う 。 この帰線路は別に大地と絶縁されていないので




